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塔と
う
ば婆
建
つ
古こ
さ
つ刹
の
慶け
い
や
桐き
り
の
花　
　
　

川
田
ま
さ
を

ゆ
っ
く
り
と
景
色
に
憩
ふ
菜
種
つ
ゆ　

角
谷　

秀
文

黄き
し
ょ
う
ぶ

菖
蒲
や
川
辺
小
雨
の
朝
ま
だ
き　
　

小
島　

史
子

や
を
ら
立
つ
仏
ぶ
っ
ち
ょ
う
づ
ら

頂
面
も
柏
餅　
　
　
　

須
广
ひ
ろ
し

鬼き

ぬ怒
川が
わ
の
湯ゆ
づ
か疲
れ
癒い
や
す
水
芭
蕉　
　
　

冨
地　

重
内

青
葉
木づ

く

弟
と
渡
る
黒
部
川　
　
　
　

浅
野　

照
子

若
葉
風
、
力
の
入
る
国
技
舘 

山
守　

宏
子

種
ま
け
ば
音
も
な
く
降
る
春
の
雨 

浅　

子

一
人
旅
き
ま
ま
に
歩
く
旅
の
道

空
を
見
上
げ
て
ほ
っ
と
一
息 

元
尾　

智
子

あ
れ
こ
れ
と
植
え
し
野
菜
の
味
に
惚
れ

自
給
自
足
の
楽
し
み
を
知
る 

光　

雄

千せ

ん人
超
え
た
高
齢
ひ
と
り
が
わ
が
町
も

協
助
の
護
り
見
地
域
び
と
ら
で 

松
本
理
希
三

街
道
は
岬
に
続
く
栗
の
花 

堀　
　

綾
子

老
兵
の
菖
蒲
鉢
巻　

肋
骨 

須
广
ひ
ろ
し

声
残
し
一
直
線
に
雉
子
走
る 

安
田
紀
美
恵

か
り
が
ね
橋
渡
る
極
楽
蜘
蛛
の
糸 

池
田　

玲
子

芍
薬
の
崩
れ
て
香
り
広
ご
れ
り 

前
川
美
代
子

日
暮
れ
待
ち
蛙
の
声
の
オ
ペ
ラ
か
な 

藤
川　

増
野

飛
魚
を
道
づ
れ
に
し
て
船
帰
る 

高
岩　
　

満

臨
終
に
会
い
た
き
父
母
の
す
で
に
亡
く

夜
の
あ
か
り
に
爪
を
切
り
お
り　
　
　

花
野　

美
咲

燃
え
る
ゴ
ミ
燃
え
な
い
ゴ
ミ
と
仕
分
け
て
る

四
十
九
日
の
明
日
は
雨
か
も　
　
　
　

伏
谷
美
津
子

毎
年
の
届
き
し
祝
母
の
日
に

優
し
き
言
葉
に
嬉
し
涙
が　
　
　
　
　

東　
　
　

操

わ
が
訪
い
し
友
の
庭
先
に
咲
き
競
う

黄
の
芍
薬
は
楊
貴
妃
と
云
う　
　
　
　

岩
上　

久
枝

わ
が
里
を
恋
し
く
思
い
白
々
と

明
け
ゆ
く
空
を
し
ば
し
眺
め
ん　
　
　

山
端
千
代
子

潮
干
狩
り
足
を
入
れ
れ
ば
波
荒
ら
し

昨
夜
さ
ら
う
や
わ
か
め
漂
う　
　
　
　

石
田　
　

豊

い
と
や
さ
し
女ひ
と

の
呉
た
る
し
ゃ
く
や
く
の

花
は
散
れ
ど
も
な
ほ
香
残
り
ぬ　
　
　

吉
崎
て
い
子

年
経
り
て
ぎ
ぼ
う
し
育
つ
葉
の
形

色
さ
ま
ざ
ま
に
地
を
お
お
い
お
り　
　

芳
野　

法
子

働
い
て
母
の
楽
し
み
子
に
送
る　
　
　
　

川
上　

富
子

新
緑
の
衣
に
隠
れ
ヒ
ナ
育
つ　
　
　
　
　

小
松　

康
子

日
に
二
回
緑
茶
で
認
知
効
果
あ
り　
　
　

西
尾　

海
春

働
か
ぬ
こ
ん
ち
く
し
ょ
う
の
我
が
頭　
　

古
森　

真
猿

リ
ス
ト
ラ
と
云
わ
れ
し
時
の
働
き
バ
チ　

柴
田　

政
行

緑
子
を
見
る
事
も
な
い
高
年
化　
　
　
　

池
田　

洋
子

遅
い
か
な
緑
茶
飲
ん
で
ボ
ケ
防
止　
　
　

三
井
か
ほ
里

働
け
る
今
を
大
事
に
野
良
に
出
る　
　
　

芝
山　

照
子

働
き
過
ぎ
趣
味
や
娯
楽
が
セ
ー
ブ
す
る　

岩
井
マ
サ
子

子
へ
の
愛
働
き
者
の
親
ツ
バ
メ　
　
　
　

林　

ち
よ
子

黒
髪
の
み
ど
り
を
捨
て
て
な
ぜ
茶
髪 

み
や
み
ち
さ
か
し

働
い
た
体
に
土
産
痛
む
日
　々
　
　
　
　

高
島　

和
子

貝
が
ら
川
柳
社

富
来
俳
壇

「
門
」 

土
筆
の
会

つ
　く
し

志 
賀 

歌 

会

西
浦
川
柳
会

夏
霧
の
中
よ
り
町
の
明
け
に
け
り　
　

北
谷　

芳
子 

半
島
の
夜
明
け
の
ま
ぢ
か
か
ん
こ
鳥　

坂
下　

草
風 

し
ば
ら
く
は
な
が
め
て
ゐ
た
る
さ
く
ら
ん
ぼ 

坂
下　

豊
子 

刈
り
の
こ
る
葦
に
た
む
ろ
の
行
々
子　

土
田
エ
ミ
子 

花
し
や
う
ぶ
雨
傘
か
し
げ
す
れ
違
ふ　

土
田　

清
枝 

寺
ま
で
の
一
直
線
や
青
田
道　
　
　
　

土
田
ま
つ
い 

く
も
の
巣
に
引
き
止
め
ら
る
る
朝
戸
口　

鍋
岡
美
智
子 

の
ぞ
き
こ
む
入
ら
ず
の
杜
の
青
葉
闇　

藤
田　

君
枝 

若
竹
の
す
れ
合
ふ
音
や
風
や
さ
し　
　

淵
端　

三
之 

贈
り
来
し
母
の
日
の
杖
つ
い
て
み
る　

細
川
ふ
じ
子

片
付
け
て
ま
た
片
づ
け
て
物
忘
れ　
　
　

遠
藤
美
朝
子

良
い
雨
で
済
ま
せ
て
欲
し
い
梅
雨
の
空　

小
松　

彰
一

雨
上
り
空
に
七
色
虹
の
橋　
　
　
　
　
　

炭
谷　

良
子

雨
あ
が
り
命
を
つ
な
ぐ
自
然
界　
　
　
　

橋
田
明
日
香

雨
降
り
は
心
や
す
ら
ぐ
ゆ
っ
く
り
と　
　

関
口
ト
ミ
子

若
者
の
将
来
気
に
な
る
過
疎
の
里　
　
　

村
中　

光
彦

将
来
を
語
り
合
っ
て
も
過
疎
の
ま
ま　
　

山
本　

静
香

将
来
は
頼
も
し
綱
の
夢
が
あ
る　
　
　
　

前
田　

志
津

将
来
は
地
域
ど
う
な
る
高
齢
化　
　
　
　

坂
下
二
三
子

将
来
は
無
い
が
子
供
と
孫
が
い
る　
　
　

西
尾　

善
春

将
来
の
事
よ
り
今
日
の
日
が
暮
れ
る　
　

木
村　

貞
涼

《
夏
の
増
刊
号
》

「
文
芸
教
室
」
に
掲
載
す
る
作
品
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
短
歌
、俳
句
、川
柳
に
つ
い
て
は
一
首
（
一

句
）
と
し
て
送
付
く
だ
さ
い
。
紙
面
の
都
合
上
、

掲
載
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

■
宛
先
／
〒
９
２
５ 

-０
１
９
８

志
賀
町
末
吉
千
古
１
番
地
１

　

志
賀
町
教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
課
ま
で

　

※
毎
月
３
日
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

北
前
の
船
を
模
し
た
る
船
首
よ
り

海
原
望
む
い
ざ
漕
ぎ
ゆ
か
ん　
　
　
　

福
島　

信
子

海
包
む
イ
カ
釣
り
船
の
灯
り
冴
え

家
族
思
い
の
漁
師
の
汗
や　
　
　
　
　

牧
出　

浩
美

道
の
駅
に
久
し
ぶ
り
に
出
す
し
た
だ
み
は

完
売
な
り
て
千
円
と
な
る　
　
　
　
　

松
本　

正
子

柿
わ
か
ば
の
下
に
か
し
ま
し
を
み
な
ら
の

手
は
莢
え
ん
ど
う
の
す
じ
を
取
り
ゐ
る　

安
中
加
奈
子

診
察
日
婚い

え家
ま
で
迎
え
に
行
く
か
ら
と

告
げ
れ
ば
弾
む
母
の
声
す
る　
　
　
　

泉　
　

広
栄

母
の
日
に
戦
後
短
歌
史
届
き
た
り

「
白
蓮
」
と
書
い
た
付
箋
は
さ
み
て 

坂
井
外
志
子

衣
が
え
迎
え
て
み
ど
り
裏
の
池

足
音
を
聞
き
鯉
の
寄
り
来
る　
　
　
　

池
野
千
絵
子

布
教
使
と
は
言
ひ
得
て
妙
な
阿
弥
陀
佛
の

教
へ
取
り
次
ぐ
使
ひ
な
る
と
ぞ　
　
　

吉
本　

與
彦

空
と
海
い
づ
れ
に
浮
か
ぶ
舟
な
る
や

色
一
つ
に
し
て
無む
け
い
げ礙
の
天　
　
　
　

菜
美
野
花
子

い
た
だ
き
し
山
百
合
の
花
一
つ
咲
き

ふ
た
つ
咲
き
し
て
家
中
香
に
満
つ　
　

向
永
い
み
子

受
験
越
え
安
穏
わ
ず
か
孫こ

の
部
屋
の

明
か
り
は
日
付
け
変
わ
り
て
も
消
え
ず　

芳
岡　

典
子

今
流
を
心
に
と
め
し
夏
衣 

下
野　

久
雄

能
登
冨
士
を
借
景
に
し
て
麦
の
秋 

長
根
尾
郁
恵

薫
風
や
総
持
寺
祖
院
大
茶
会 

新
澤　

和
子

万
緑
の
風
わ
た
り
行
く
能
登
の
冨
士 

森
下
い
わ
お

は
ま
な
す
俳
句
会
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５
月
16
日
（
金
）
か
ら
18
日

（
日
）、
石
川
県
庁
展
望
ロ
ビ
ー

で
「
ゆ
ー
り
ん
ピ
ッ
ク
石
川
」
の

美
術
展
が
開
催
さ
れ
、
北
口
修

北口 修さんの作品「壷」初めて交流出演した七尾まだら愛好会

工
芸
の
部
で
金
賞

初
夏
の
文
化
祭
開
催

ゆ
ー
り
ん
ピ
ッ
ク
２
０
１
４

富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー

　

６
月
14
日（
土
）15
日（
日
）の
２

日
間
、
町
文
化
協
会
主
催
に
よ
る

「
初
夏
の
文
化
祭
」
が
富
来
活
性
化

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

山
野
草
・
菊
花
・
陶
芸
・
川
柳
・

短
歌
・
読
書
感
想
文
・
俳
句
・
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
・
写
真
・
書
道
・
絵
画
・

•
弁
護
士
（
元
高
等
検
察
庁
検
事
）、
愛
知
学
院
大
学
法
科
大
学
院
教
授

　

國
田
　
武
二
郎
（
堀
松
出
身
）

　

東
京
地
検
、
名
古
屋
地
検
、
横
浜
地
検
、
岡
山
地
検
、
福
井
地
検
等
で
捜
査
・
公
判
検
事
と
し
て
財
政
・

経
済
事
犯
、
公
安
・
労
働
事
犯
、
選
挙
事
犯
、
暴
力
事
犯
、
風
紀
・
麻
薬
事
犯
、
外
国
人
犯
罪
、
少
年
犯
罪
、

交
通
事
犯
な
ど
数
多
く
の
事
件
を
担
当
。
仙
台
高
等
検
察
庁
検
事
と
し
て
若
手
検
事
の
指
導
育
成
に
も
あ

た
る
。
平
成
15
年
６
月
、
愛
知
県
弁
護
士
会
に
弁
護
士
登
録
。
あ
す
な
ろ
法
律
事
務
所
と
い
う
名
称
で
法

律
事
務
所
を
開
設
し
、
弁
護
士
と
し
て
活
動
。
ま
た
、
愛
知
学
院
大
学
法
科
大
学
院
教
授
と
し
て
法
科
大

学
院
で
教
鞭
を
取
っ
て
い
る
。
平
成
20
年
か
ら
愛
知
・
三
重
両
県
の
産
業
保
健
推
進
セ
ン
タ
ー
産
業
保
健

相
談
員
、
年
金
記
録
確
認
愛
知
地
方
第
三
者
委
員
に
就
任
。

自
賠
責
保
険
（
共
済
）
に
つ
い
て

Ｑ
：　

自
動
車
保
険
の
自
賠
責
保
険
と
は
、
ど
の
よ

う
な
保
険
で
す
か
。

Ａ
：

　
自
賠
責
保
険
と
は
、
自
動
車
損
害
賠
償
保

障
法
に
基
づ
き
自
動
車
の
運
行
に
よ
る
人
身
事

故
の
被
害
者
を
救
済
す
る
た
め
に
、
す
べ
て
の

自
動
車
に
つ
い
て
契
約
す
る
こ
と
を
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
強
制
保
険
（
共
済
）
で
す
。
自
賠

責
保
険
に
加
入
し
な
い
で
自
動
車
（
い
わ
ゆ
る

無
保
険
車
）
を
運
行
し
た
場
合
に
は
、
１
年
以

下
の
懲
役
ま
た
は
50
万
円
以
下
の
罰
金
の
刑
事

罰
、
お
よ
び
免
許
停
止
な
ど
の
行
政
処
分
が
科

せ
ら
れ
ま
す
。
交
通
事
故
の
被
害
者
を
保
護
し

よ
う
と
い
う
社
会
保
障
的
な
制
度
と
い
っ
て
よ

い
で
し
ょ
う
。

　
　
自
賠
責
保
険
の
特
色
で
す
が
、
①
人
身
事
故

に
よ
る
治
療
費
、
休
業
損
害
、
逸
失
利
益
、
傷

害
慰
謝
料
、
後
遺
障
害
慰
謝
料
な
ど
、
被
害
者

の
生
命
、
身
体
に
関
す
る
損
害
（
人
損
）
の
み

が
支
払
い
の
対
象
で
あ
り
、
自
動
車
の
修
理
費

な
ど
の
損
害
（
物
損
）
に
つ
い
て
は
、
一
切
支

払
い
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
②
支
払
限
度
額

は
、
被
害
者
１
人
に
対
し
て
、
傷
害
に
関
す
る

損
害
は
１
２
０
万
円
、
後
遺
障
害
に
関
す
る
損

害
に
つ
い
て
は
、
そ
の
程
度
（
等
級
）
に
応
じ

て
75
万
円
か
ら
４
，
０
０
０
万
円
、
死
亡
に
関

す
る
損
害
は
３
，
０
０
０
万
円
で
す
。
な
お
、

１
つ
の
事
故
で
複
数
の
被
害
者
が
い
る
場
合
で

も
、
被
害
者
１
人
あ
た
り
の
限
度
額
に
変
動
は

あ
り
ま
せ
ん
。
③
保
険
金
請
求
は
、
加
害
者
が

自
賠
責
保
険
契
約
を
し
て
い
る
保
険
会
社
に
行

い
ま
す
が
、
加
害
者
か
ら
の
請
求
の
他
に
、
被

害
者
も
直
接
、
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

④
さ
ら
に
、
被
害
者
は
（
加
害
者
は
請
求
で
き

ま
せ
ん
）、
当
座
の
出
費
に
あ
て
る
た
め
に
、
診

断
書
を
添
え
て
仮
渡
金
の
請
求
が
で
き
ま
す
。

　
　
支
払
金
額
（
特
に
後
遺
障
害
等
級
の
認
定
等
）

に
つ
い
て
、
保
険
会
社
の
決
定
に
不
服
が
あ
る

場
合
は
、
保
険
会
社
に
異
議
の
申
立
て
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
異
議
の
根
拠
と

な
る
資
料
を
添
付
す
る
な
ど
し
て
具
体
的
に
申

し
立
て
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
　
ひ
き
逃
げ
さ
れ
た
り
、
自
賠
責
に
加
入
し
て

い
な
い
自
動
車
、
盗
難
車
で
事
故
に
あ
い
、
負

傷
し
て
、
加
害
者
側
か
ら
賠
償
を
受
け
ら
れ
な

い
場
合
、
政
府
の
保
障
事
業
に
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
国
が
加
害
者
に
か
わ
っ

て
被
害
者
が
受
け
た
損
害
を
て
ん
補
す
る
制
度

で
す
。
支
払
限
度
額
は
、
自
賠
責
保
険
と
同
じ

で
す
。
こ
の
制
度
の
請
求
は
、
国
か
ら
こ
の
事

業
を
委
託
さ
れ
て
い
る
保
険
会
社
ま
た
は
共
済

組
合
が
受
け
つ
け
て
い
る
の
で
、
詳
し
く
は
そ

こ
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
　

生
花
・
星
の
会
・
水
墨
画
の
展
示
が
両
日
行
わ
れ
、
お
茶

会
で
は
煎
茶
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

15
日
は
、
町
民
大
ホ
ー
ル
で
芸
能
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
、
今
回
初
め
て
交
流
出
演
し
た
七
尾
ま
だ
ら
を
は

じ
め
、
大
正
琴
・
合
唱
・
詩
吟
・
民
謡
・
太
鼓
・
踊
り
・

曳
山
木
遣
唄
の
順
で
日
頃
の
成
果
を
発
表
し
、
観
客
か
ら

暖
か
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ん
（
川
尻
）
の
作
品
「
壺
」
が
工
芸
の
部
で
金
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
ゆ
ー
り
ん
ピ
ッ
ク
は
、
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
と

生
き
が
い
づ
く
り
、
そ
し
て
地
域
間
の
交
流
を
図
る
ス
ポ
ー

ツ
と
文
化
の
祭
典
で
、
工
芸
の
部
に
は
県
内
か
ら
61
点
の
作

品
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
北
口
さ
ん
の
作
品
は
、
栃
木

県
で
10
月
に
開
催
さ
れ
る
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
２
０
１
４
」

に
石
川
県
代
表
と
し
て
出
品
さ
れ
る
予
定
で
す
。

 広報しか　有料広告１号 45㎜×  88㎜（1色）10,000円　３号 45㎜×  88㎜（カラ－）15,000円
２号 45㎜×178㎜（1色）20,000円　４号 45㎜×178㎜（カラ－）30,000円

広報しか９月号への掲載申込受付は７月 22 日（火）まで。
詳しくは ･･･

　　　　　　　　　　　　問情報推進課　☎ 32-9261

『広報しか』有料広告募集 !
広
告
の
規
格
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　７月 26 日（土）、13 時 30 分から、フルーツポン
チを作ります。白玉粉、フルーツ缶、イチゴ、キウ
イなどで作る、簡単でおいしい白玉入りフルーツポ

　７月５日 ( 土 )、13 時 30 分から、小林京子先生の指
導で七夕茶会を行います。抹茶や和菓子のいただきか
た、礼儀作法などを楽しく教えていただきます。掛け

休 館 日　 ７月 20 日㈰、21 日（月・祝）
開館時間　９時～ 17 時 30 分
問い合わせ先　志賀町児童館
　　　　　　　☎ 32-1724

７月の行事予定

    5日㈯　 七夕茶会(定員15人） 13：30 ～

 13日㈰　 バトン・キッズ　　 13：30 ～

  16日㈬　 親子リトミック遊び　（定員20組） 10：30 ～

  26日㈯　 クッキング（フルーツポンチ・定員12人・材料費100円） 13：30 ～

★申し込み、お問い合わせは志賀町児童館まで

★七夕茶会

……　お 知 ら せ　……

★クッキング（フルーツポンチ）

ンチです。もちも
ちの白玉だんごを
作ったり、トッピ
ングを楽しんだり
します。多数の子
どもたちの参加を
お待ちしています。

軸や夏の草花を飾
り、七夕の雰囲気
を味わいながら、
日本の伝統文化に
親しみましょう。
親子で気軽に参加
してください。

休 館 日　７日㈪、14日㈪、21日（月・祝）、
　　　　　27日㈰、28日㈪
開館時間・問い合わせ先
志 賀 町 立 図 書 館　 平日　９:30 ～ 18:30
　☎32-1740　　　土日祝　９:30 ～ 17:00
志賀町立富来図書館　 平日　９:30 ～ 18:00
　☎42-2777　　　土日祝　９:30 ～ 17:00

◆新着の本◆

◆おすすめの本◆

○虚ろな十字架　　　　　　　　　　　　　　　東野　圭吾
　犯罪に対する刑罰とは遺族にとってなんなのか、犯人の心
の中に潜むもの、被害者遺族の苦しみを、著者、東野圭吾氏
が重厚に綴った予想もつかない展開の書下ろし長編小説。

○事故調　　　　　　　　　　　伊兼源太郎
○平凡　　　　　　　　　　　　角田　光代
○八月の六日間　　　　　　　　北村　　薫
○わけあり師匠事の顚末
　（物書同心居眠り紋蔵 13）　　   佐藤　雅美
○利休の茶杓　　　　　　　　　山本　兼一
○ことり屋おけい探鳥双紙　　　梶　よう子
○盲目的な恋と友情　　　　　　辻村　深月
○女系の総督　　　　　　　　　藤田　宜永
○縁結び仕り候　結婚奉行　　　辻井南青紀
○夫婦のルール　　　　　　　　三浦　朱門
　　　　　　　　　　　　　　　曽野　綾子

●なつのおはなし会
日時：７月26日㈯　14時～
場所：２階・おはなし会室
対象：幼児・小学生

●おはなし会　
日時：７月２日㈬・16日㈬
　　　16時～
　場所：１階・絵本コーナー

●夏の工作教室
　～サザエの貝殻を使って
　キャンドルを作ろう！～

あつーい夏。そんな夏にぴっ
たりのおはなしを用意しま
した。楽しいおはなしを聞い
て夏を乗り切りましょう！

※７月27日㈰は、やっちゃ祭りの
　ため両館とも臨時休館します。

紙芝居や絵本の読み聞かせを
行っています。リクエストも
できます！親子や友だちで気
軽に参加してください♪

日時：７月26日㈯　13時～
場所：２階
対象：幼児・小学生 （先着 20人）
受付：７月１日㈫～ 22日㈫
※志賀町立図書館カウンター、
　電話で受け付けします。
　（人数に到達次第締め切ります）

夏にぴったりなサザエの
貝殻を使ってキャンドル
を作ってみませんか？親
子や友だちでの参加をお
待ちしています。
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　・スイカ無料試食（先着600人分）＆スイカトラック販売

　・とれたて！旬の地物野菜＆魚介類特価販売 ※なくなり次第終了

　・名物ころ柿ソフトクリームが 感謝価格  200円！（通常350円）

　・冷たくておいしいかき氷が なんと 200円！

　・大念寺八幡太鼓「鼓友組」＆きらきらキッズＯＮステージ

　・婦人加工連によるそうめん＆新鮮サザエご飯も用意
 9:00 ～　オープニング、子供太鼓 
 9:30 ～　あかりちゃん登場
10:00 ～　きらきらキッズ☆

ステージ
プログラム

みちのえき 旬菜館

日頃のご愛顧に感謝し、開業10周年感謝祭を開催します。
皆さん、お誘い合わせの上、ご来場ください。

あかりちゃんも
会いに来るよ★

Ｖ 級グ
ルメ祭

り

同時開
催

Ｖは新
鮮野菜

（veg
etable

）

志賀農
漁村 (v

illage)
の

頭文字
です。

日　9:00～13:00
みちのえき 旬菜館

◆対象となる車両
農耕作業用

（トラクター、コンバイン、
田植機など）

農耕作業用以外
（フォークリフト、
ショベルローダなど）

速
度

乗用装置があり
最高速度

35㎞ /h 未満のもの

最高速度
15㎞ /h 以下のもの

大
き
さ

長さ、幅、高さの
規定なし

長さ 4.7 ｍ以下
幅 1.7 ｍ以下
高さ 2.8 ｍ以下

税
額 1,600 円 4,700 円

地　域　安　全　ニ　ュ　ー　ス

車上ねらいに気をつけよう　　　　 

羽咋警察署・羽咋郡市防犯協会連合会（☎ 22-4970）

 ナンバーの登録はすんでいますか？

　トラクター・コンバイン・田植機・フォークリフトなどは
公道を走らない場合でもナンバープレートが必要です。

◆ナンバープレートは税務課窓口・富来支所
　総合窓口で発行しています。発行手続きには所有者の印鑑、
　車台番号、型式の分かるものが必要です。

問税務課　軽自動車税担当　☎32-9142

　夏は人が集まる場所への外出の機会が増えます。県内で

は、鍵をかけないまま被害にあう車両が後を絶ちません。

羽咋署管内でも平成25年中に発生した車上ねらい被害に

あった車両のうち、100％が鍵をかけていませんでした。

■車を駐車するとき注意するポイント

　・短時間の駐車でも窓を閉めて鍵をかけましょう

　・車内の荷物は持ち出しましょう

　・イモビライザーなど防犯装置を利用しましょう

身近な場所でもエンジンをかけた
まま駐車せず、わずかな時間でも
鍵をかけましょう！

志賀町要保護児童対策地域協議会だより
　

自
ら
助
け
を
求
め
る
こ
と
の
で
き

な
い
乳
幼
児
や
子
ど
も
が
、
保
護
者

に
よ
る
虐
待
で
心
身
と
も
に
傷
つ
き
、

な
か
に
は
死
に
ま
で
至
る
と
い
う
深

刻
な
事
件
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

虐
待
の
中
の
一
つ
「
ネ
グ
レ
ク
ト
」

は
、
健
康
状
態
な
ど
を
損
な
う
ほ
ど

の
不
適
切
な
養
育
、
あ
る
い
は
子
ど

も
の
安
全
に
対
す
る
重
大
な
不
注
意

や
無
関
心
を
い
い
ま
す
。

　

そ
の
例
と
し
て
は
、
十
分
な
栄
養

を
与
え
な
い
、
ひ
ど
く
不
潔
な
ま
ま

に
す
る
、
重
大
な
病
気
に
な
っ
て
も

病
院
に
連
れ
て
行
か
な
い
、
家
に
閉

じ
こ
め
る
、
子
ど
も
の
意
思
に
反
し

て
学
校
に
行
か
せ
な
い
、
乳
幼
児
を

自
動
車
の
中
に
放
置
す
る
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
保
護
者
以
外
の
同

居
人
に
よ
る
虐
待
を
保
護
者
が
放
置

す
る
こ
と
も
、「
ネ
グ
レ
ク
ト
」
と
し

て
子
ど
も
虐
待
に
含
ま
れ
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
の
全
国
の
児
童
相
談

所
に
お
け
る
児
童
虐
待
相
談
対
応
件

数
を
み
る
と
、
身
体
的
虐
待
（
35
．

３
％
）、
精
神
的
虐
待
（
33
．
６
％
）

に
次
い
で
、ネ
グ
レ
ク
ト（
28
．
９
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
幼
い
子
ど
も
ほ

ど
、
親
の
支
援
が
な
い
と
生
命
に
危

険
が
及
ぶ
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
認

識
し
、
虐
待
が
疑
わ
れ
る
行
為
を
見

た
り
聞
い
た
り
し
た
と
き
は
、
下
記

児
童
相
談
窓
口
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

七尾児童相談所　☎0767-53-0811　　志賀町住民課　☎32-9122　　志賀町児童相談　携帯電話090-8267-4693

問みちのえき旬菜館　☎ 32-4831　農林水産課　☎ 32-9221
※気象条件など、やむをえない状況により変更または
　中止になる場合があります。


